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東アジア諸国は、 近年めざましい 経済発展を遂げている。 その活力は産業の 振 

興 、 とりわけ急激な 工業化の進展によってもたらきれたものであ る。 この パネ、 ル 

討論では、 東アジア諸国の 技術発展政策をとりあ げ、 1 ) 現在進行しっ っ あ る 経 

清酌発展への 政策的寄与とその 役割を事例的に 分析すると共に、 2 ) 政策評価の 

ラ ク イ テリアと政策形成の 前提的論理を 見直し、 3 ) 新しい東アジアの 技術発展 

政策として将来あ るべき政策理念と 枠組みについて 検討を深めたい。 

" 技術発展政策 " とは、 ここでは経済発展のための 技術政策を意味し、 産業政 

策 、 通商政策、 教育政策、 科学政策等の 枠組みにとらわれることなく、 直接・間 

接を問わず、 技術の側面から 経済発展を支える 政策と広義に 捉えることとしたい。 

今回のパネル 討論で事例としてとりあ げる諸国は、 中国、 韓国、 シンガポール、 

インドネシア、 それに日本で、 それぞれ背景や 環境条件の異なる 多様な事例を 対 

象 とし、 東アジアの状況を 多面的に検討することとする。 
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